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腎結石衝撃破砕装置用火工晶の安全性評価

稲田秀三㌔ 応和 勉',北島英二事.

吉武供二書.大杉俊彦柵,斎藤照光++

腎結石衝撃破砕装庶用火工晶の安全性を評価するため,貯蔵.洗風 洞乱 廃棄の過程にお

いて想定される事項について安全性評価釈放を実施した｡

その結果,本鼓弓如こおいて印加した環境妖験中に異常を来すことなく.環境就験橡も性俵を

維持することが分かった｡また,市収されている火薬類取締法施行規則第-灸の五第-号へ(4)

に規定される平玉(Phstictoycap)と比較して落槌感度が約1/10であり.尭火点も若干高いこ

とから通常の取扱い中において安全性に問噂ないものと思われる｡

包装品については.㈱日本海中検定協会により,国連方式による危険性分軌 こおいて危険性

の低いグレードである1.4Sと鑑定された｡

I. 様 官

医併用火工晶である腎結石街軽破砕渡欧用火工晶

(以下｢AGカートリッジ｣という)は,火薬軌とは従来

緑が帝かった医師.又はその関係者が取り壊うこと.

また.各地の病院へ配送するために様 々な形態が予沸

されるが.不朗の発火の際.人身-の披啓を底力避け

る必要がある｡

AGカート1)サ.)の構造は.本報告と同時に工業火

薬協会掛 こ投稿中の｢腎結石衝撃破砕裳腔用火工品の

開先｣のFig.3及びFig.4に示した｡

本報告では,AGカート1) ,ジの貯歳,流乱 消軌

廃頚の過程において想定きれる危険性の項目について

評価釈放を実施したので,その結果を報告する｡

なお,落槌感度及び発火点については.外観鍛造が

AGカート])ヅジと釈似している平玉lJと比較して安

全性を確故した｡

2.試 料

評価耽掛 こ使用した内装品をFg.1に示した｡内装

品は,厚さ5打皿 の両面段ボール続を3枚使い.その

内1枚にIIAGカートリサ･)が装入できる前を10箇所

設けてある｡この掛こAGカート])ッジを英人して.

上下を残りの両面段ボール就{･硬い.無帝屯ポ1)掛 こ

入れてある｡この内装品をJISZ1506｢外装用段ポー
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setupofipIition3.2定温加熱就鼓3.2.1

日 的AGカートL)ッジが,規定温度.規定時
間の加熱では発火しないこと及び試験後本来の性能が維持される

ことを調べる｡3.2.2扶強手根Fig.2に示
した内装品を,80℃に調節した恒温相の中央執こ既く｡80℃{･8

時間加熱後馬渡を切り放冷する｡放冷後のAGカートL)ッジについて,基

gl性舵妖験を実施する

｡なお.加熱中に発火したらその時点で不合格として釈放

を中止する｡(以降環境拭故後に基準性能釈放を実施するものについても同様とする

｡)試料数は.内炎晶l

つについて定温加熱を行い.その中から5個のAGキャ

ップについて基gl性能釈放を行う｡3.3振動民

放3.3.I El 的AGカートlJッジが,規定時間.規定の

振動サイクルを与えたとき.試験中に発火しないこと及び

妖艶後本来の性俵が維持されることを調べる｡3.3.2枚

数手招Fig.1に示したAGカート1)ヅジを,
AGキャップの横向き又は.下向きにして振動試験

扱治如こ取り付汁.規定

の振動を与える｡振動調節の方法は.次の通りであ82)｡

振動数範囲10-60-10HⅠの間を連続的に変化さ

せる｡lサイクルの時間は,15分間とし.16回

繰り返す｡これを桝向き,下向きの2軸について行う｡各軸に対

する時間は4時間で.全時間は8時間である｡振軌ま,20HI以下は2.5

±0.25mm.20H.を超え60H.の閥は加速度のピーク値が2±0.2Gとなるよ

うにする｡振助釈放後のAGカートlJヅジ

について.塞準性能釈験を契施する｡試

料数は,5本のAGカートI)ッ･)について振動

釈放を行い,その中から5個のAGキャップについて基準性能読敦を行う｡
3
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ギーを求める｡

850=mCH50
ここで

桝:落樋の韮孟[kg]

g:魂力の加速度

H50:50%爆点[m]

H5.は,落槌が持つ位匿のエネルギーであり,訳料

に与えられるエネルギーに直凄対応するものではない

hl,試鼓結果を比較するために用いた｡

3.7発火点拭載l)

3.7.1 日 的

AGキャップ及び平玉の発火点を脚定する｡

3.7.2獣載手煩

クルップ式発火点読取機の銅製円荷を筒先炉1:･約

500℃に加熱した後,電源を切って冷却過掛こ駄科を
投薬孔へ投入する｡投薬の瞬間から発火するまでの時

間をストップウ*ツチで,また,発火したときの投薬

孔底辺付近の温度を熱電対{･網走し,温度と発火待ち

時間との関係曲線を求め.4秒で発火する温度を発火

点とする｡

試料故は,AGキャップ及び平玉とも20個である｡

3.82rn落下地

3.8.1 日 的

AGカート1)ッジ及び包装晶を規定の高さ.2mか

ら落下させたとき,発火しないこと及び本来の性能が

維持されることを粥ペる｡

3.8.2統裁手帳

(1) AGカートー)ッジの落下妖艶
AGカーtI)ッジを水平方向で開孔部が上向き

及び下向き.また,垂直の3方向で高さ2mの所

から.コンクlJ-ト基盤上に匿かれた水平な鋼板

の上に自由落下させる｡

妖科数は,3本のAGカ-トL)ッジについてそ

れぞれの落下姿勢で落下させ.各l個のAGキャ

ップについて基準性能就験を築港する｡

(2) 包装品の落下試験

包共晶を俵向き,下向き,及び斜角の3方向で

高さ2mの所から,コ./クlJ-ト基盤上に匿かれ

た水平な銅板の上に自由落下させる｡

就料敦は,3箱の包装晶についてそれぞれの落

下姿勢で落下させ,各5個のAGキャップについ

て基蝉性能試負を実施する｡

3.9 12m落下統裁

3.9.1 日 的

包装品を規定の高さ.12mから落下させたとき.

包装啓皆内のAGカートリッジが発火しないことを調

べる｡

3.9.2駄負手頓

包装晶の2m落下釈放と同様な手煩で12mの荷さか
ら自由落下させる｡本拭験では,落下試験による発火

の有無を確認するのみであって.落下就験後の基準性

能訳軌は行わない｡

3.10単一包装統裁

3.10.1 日 的

包装晶の中でAGキャップのl個が発火したとき.

上下左右に隣接する他のAGキャヶプに伝壌するかど

うか.また,伝侵したときの周辺への影響を桐べる｡

3.10.2枚験手順

釈放の配置をFig.Sに示す｡発火の手放は.殉爆試

鼓と同様である｡

訳料故は,包装品3滴とし.それぞれ最上段,上か

ら5段目及び最下段のAGカート1)･Jジの中央部の

AGキャップを点火する｡

3.日.外払火災紋負い

3.ll.1 日 的

硫み並ねられた包装品が外敵からの火災に包まれた場

令.全血のAGキャップが瞬時に爆発しないことを調

sanple SteelplateFig.5Thesetupof
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EeelplateFiEI.6 TbesetupoltJleexterna

lritet岱tペる｡3.ll.2 抗争手根())内装品に

よる予純鉄鼓AGカートリッジの地境状況を税額するため.

AGカートl),ジ10本入りの内炎晶をポリ袋から

取り出した後仕切り擬を除き.裁面か

らAGカート･)ヴジが見えるようにしておいて伝焼紬 を

実施する｡燃料としては,木片.段ボール枕及び

灯油約500cc

を使用する｡仏焼状況の晩熟 土.目視及びビデオカJ

ラにて行う｡(2) 包装品 1箱による釈放

就鼓配置をFig.6に

示す｡燃料としては.約190mmx130m

mx900mmの枕

木及び約50mmx50mmx300mmの枕木の小

潮り晶をそれぞれ井桁に組んで使用する｡また.点火用に段,ボール紙及び灯油約2.

54を使用する｡点火方法は.約2mの棒の先掛 こ灯油を投した

布を巻き付け,†ッチで点火した

披.その点火用棒で燃料の対角2方向から

点火する｡燃焼状況の観静 ま.FI挽,

ビデオカノラ,普通騒音計及び.Q花村にて行う｡(3

)包装品3秒 こよる釈放包装品l掛こよる釈放とは.壬同一の葬儀にて妖艶を行う｡熟屯対の取り付け位庇をng.7に示す｡ 了♂

l
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BetestAGキャップが発火するエネルギーは,約15jode

であり.市政されている平

玉の約1IIOであった｡4.7発火点駄験4

秒符の発火点温度は.Fig.8に示すようにAGキャップが455℃.平玉が433℃{･AGキャッ

プが若干高い債であった｡

4.82m落下験験AGカーH),ジ及び

包共晶とも落下妖艶中に発火することなく,Tablelに

示すように放冷後の基gl性旋妖掛 こおいても性能に

変化はなかった｡4.9 12m落丁試験12m

落下柵 において.包範容筆内のAGカート')ッジが尭火す

ることはなかった｡4.10叫-包装朕放免

火させたAGキャップのみが発火して他への殉頬は改められなかった｡したがって.包装用
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による高い危険性は認められず通常の消火活動が支障なく行

われると思われる｡なお.本報告で述べた12m落下試

験.J7L一包装試扱,包装晶3箱の外部火災

拭!勤ま.国迎勧告による火薬釈分叛妖鼓に沿った妖故

であり,この釈験の結果,㈱日本海ホ検定協会により危

険性の低いグレードである1.4Sと鑑定(昭和63

年4月7日ReportNo.MGI7/88)された｡ 謝 辞本釈放において.火工品安全性

評価萎fl全く疋田垂

香魚長)の諸先生方.また,国連方式に上

る火薬類分解釈名剣こおいては㈱日本海事検定協会八十川欣勇

課長にご柑乱 ご助雷を賜りました｡ここに厚く御礼申し

上げます｡ 文 献1)永石俊幸.松本 勝.書永俊一,松浦先久,宮原

帝,畑中修二｢平玉薬の熱及び故紙的作用に対す
る感度について｣工
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